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自立生活センター・昭島では、重い障害を持っている人が地域で主体的な生活を送る事を目指して、障害をもったスタッフが窓口となって、ピア・カウンセリング、相談支援、移送サービス等を行なっています。

そうした活動を通し、「Ｓｈｉｎｊｏプロジェクト」市民活動公募助成を受けて、「障害者の権利条約を市民へ伝え、虐待をなくす地域社会を目指す事業」を行なう事になりました。その一環として「障害者の権利条約」についての講演会を、下記の通り開催いたします。

２００６年１２月国連総会にて採択され、２００８年５月に発効された『国際障害者の権利条約』は、障害のある人の基本的人権を促進・保護すること、固有の尊厳の尊重を促進することを目的とする国際的原則として、障害者の視点から作られた条約です。

しかしながら、現在日本はこの条約に署名はしたものの批准はしておらず、障害者の虐待については多くの事件が表面化しています。この事をふまえ、自立生活センター・昭島では、この講演会を通して虐待のない地域社会になるよう、「障害者の権利条約」をより多くの人に広めたいと考えています。

[image: image2.png]


　






～～　連　絡　先　～～　　　　

特定非営利活動法人　自立生活センター・昭島　　〒196-0025東京都昭島市朝日町３－１８－１２

TEL：042-545-7553　FAX：042-545-7637　　ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：cila@nifty.com　　　　担当 ： 吉本
日　　時 ： ９月２６日（土曜日）１３：３０～１６：３０


　　　　　　　　　　　　　　　　受付１３：００～





場　　所 ： 昭島市保健福祉センター（あいぽっく）





講　　師 ： 佐藤　聡 氏





定　　員 ： ７０名(先着順)





参 加 費 ： 無　料





※手話通訳あり


　　　　　





 講師プロフィール　　佐藤　聡（さとう　さとし）





　1987年関西学院大学社会学部入学。自立生活をしている頸椎損傷者や、青い芝の会と出会う。89年8月誰もが使えるよう駅の設備改善を求めるグループ”TRY’89”に参加。旭川から札幌まで野宿をしながら車いすで歩き、沿線の駅をまわってバリアフリー化を求める。1991年、大学卒業し、兵庫県西宮市にあるメインストリーム協会のスタッフとなる。05年～07年５月まで全国自立生活センター協議会事務局長。


現在、メインストリーム協会事務局長・全国自立生活センター協議会常任委員・全国介護保障協議会常任委員。








